
のとき，次の等式が成り立つことを証明せよ。１

      

            

 から 

 よって           
    

             

 ゆえに，のとき      

 から 

 よって           

               
    

              
   

   

              
            

      

 ゆえに，のとき            

 








のとき，

 

 


 

 
が成り立つことを証明せよ。２

 













のとき，等式






 

 


  

  
が成り立つことを証明せ

 よ。

 








とおくと，であるから

   
 

 


   

   


   
   


 

 

   
 

 


   

   


  

  


 

 

 よって，








のとき 

 

 


 

 

 













とおくと，，であるから

        



，

 

 


 

 


  

 
，

        
  

  


  

  


   

  


 よって，













のとき 






 

 


  

  

次の不等式を証明せよ。また，等号が成り立つのはどのようなときか。３

 ，ならば 

            
   

    
  

 ，から ，

 よって           

 ゆえに 

 等号が成り立つのはまたはのときである。

 
          

   
   

   
  

 

    
      

    
   

 ゆえに    

 等号が成り立つのはかつ

 すなわち，のときである。

 
   

    
  

   
           

     

          
   

 ゆえに 
   

    
  

 等号が成り立つのはのときである。

，は正の数とする。次の不等式を証明せよ。また，等号が成り立つのはどのような４

ときか。

 



               



  





 ，



であるから

 



 ･




･  よって 






 等号が成り立つのは



すなわちのとき。

  左辺 








 ……①

 ，



であるから 




 ･




･

 よって，①から  


  





 等号が成り立つのは



すなわちのとき。
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直線をとする。次のものを求めよ。５

 直線に関して，点，  と対称な点の座標

 直線に関して，直線：と対称な直線の方程式

 点の座標を ， とする。

  から 
 


･ 




 ……①

  線分の中点が上にあるから 



･

 


 ……②

 ①から ，②から 

 これを解いて 



，




 よって  




，




 









，










 直線，の交点の座標は連立方程式

  ，を解いて

     ，

 すなわち，の座標は ， である。

 また，，  は･  から直線

 上にあってと異なる点であり，の結果から，求

 める直線は点 



，



， ， を通る直

 線である。

 よって，その方程式は 


    


    

 整理して 

 は実数の定数とする。直線    は，の値にかかわ６

 らず定点を通る。定点の座標を求めよ。

 直線，の交点と点 ， を通る直線の方程式を求め

 よ。

 について整理すると

     

 これがの値にかかわらず成り立つ条件は

   ，

 これを解いて ，  ゆえに ， 

 を定数とする方程式   

 すなわち      ……①は，直線，

 の交点を通る直線を表す。

 よって，直線①が点 ， を通るとすると

     ･    ･ ゆえに 

 これを①に代入して，求める直線の方程式は 

平面上に点 ，， ， がある。点が直線上を動くとき，７

の最小値と，そのときの点の座標を求めよ。









 ，


 ，



 ，





右の図のように，点，は，直線：に

関して同じ側にある。

直線に関してと対称な点を  ， とすると，

直線の傾きはで，明らかに 

よって から 
 

 
･

ゆえに  ……①

線分 の中点が上にあることから

  
 



 


  ゆえに  ……②

①，②を解いて ， よって  ，

ここで であるから，点 ，，がつの直線上にある

とき，は最小値     
    をとる。

また，直線 の方程式は  ……③ であるから，直線③との交点

の座標を求めると

  から  このとき 

したがって，求める点の座標は  ，

点，  ， ， と放物線  上を動く点がある。△の面積の最小８

値を求めよ。







 

  ， 













は放物線  上の点であるから，その座標を
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 ，  と直線の距離は
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また     

よって，△の面積をとすると
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